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SEADSのホームページは
こちらのQRコードから
ご覧いただけます。入校体験会を開催しました！

 １０月２３日（土）・２４日（日）、令和４年度に入校を希望される方を対象と

した入校体験会を開催しました。農作業や研修生活について体験の機会を

提供し、入校の判断材料としていただくことを目的とし、当日は首都圏を含

む県外から５名が参加しました。

 初日は、学校の概要説明や校舎案内の後、 移住イメージを掴むための

市内案内や農業施設の見学を行いました。２日目には農業体験や座学体

験、在校生との交流会を行いました。

 今回の特別号では一部ですが、その様子をご紹介します。

メニュー① 農業体験
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メニュー④ 庄内柿選果場見学

参加者から農業の楽しさや大変さを実感して頂く

ことを目的に、農業体験をメインの企画としました。

参加者は、本市の主要園芸品目であるミニトマト

の栽培実習体験を通じて、色づく仕組みや収穫の

適期などを学びました。消費者ではなく生産者の視

点で農業と向き合うことで、参加者にとって様々な

気づきがあったようです。

最後は一人ずつ、補助者を付けてトラクターの操

作を体験しました。

（SEADS農場での作業体験）

（トラクターの操作方法を聞く参加者）

（選果場内部の大型設備）

（車座で在校生と交流）

特別号

「農業の人材育成・確保に関する協定」締結者で

あり、SEADSの運営に協力を頂いているJA庄内た

がわの庄内柿選果場及び脱渋施設を見学しました。

参加者は大型の設備に圧倒されながらも、説明に

熱心に耳を傾けていました。

（説明を受ける参加者）

（ミニトマトの収穫を体験する参加者）

＜入校体験会中の一コマ＞
初日、ＳＥＡＤＳ上空をブルーインパル
スが飛行しました！参加者のみなさんにと
って嬉しいプレゼントになったと思います。

 座学体験のテーマは「庄内の在来野菜と、SEADS

が考える持続可能な農業について」。

 隣接するSEADS農場での作業体験を含み、座学と

実習が連動する講義を参加者に体験して頂きました。

メニュー③ 座学体験（作業体験付）

メニュー② 在校生との交流会

 交流会では、参加者から研修内容や寄宿舎での生

活についての様々な質問があり、在校生が一つ一つ

丁寧に回答・アドバイスしていました。また、参加者か

ら全体を通した感想発表も行われ、「研修生とスタッフ

のコミュニケーションが取れていて、暮らす上での不

安が解消された」「農業体験を通して実習や農業のイ

メージが明確になった」などの感想が述べられました。

（アドバイザーによる模擬座学）


